
　
近
年
、
農
業
に
対
す
る
社
会
的
注

目
度
は
高
ま
り
を
見
せ
て
い
ま
す
。

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
ブ
ー
ム
や
若
者
の
農

帰
り
に
見
ら
れ
る
農
業
へ
の
感
心

は
、
環
境
意
識
の
高
ま
り
も
伴
っ
て

定
着
し
た
感
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
背
景
か
ら
「
農
あ
る

ラ
イ
フ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
ス
タ
ー

ト
以
来
、
さ
ま
ざ
ま
な
メ
デ
ィ
ア
に

取
り
上
げ
ら
れ
、
プ
ラ
ン
を
評
価
い

た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

器
具
の
試
作
第
一
号
が
完
成
し
た

際
に
は
、
数
年
前
か
ら
車
い
す
を
利

用
し
て
い
る
長
峰
さ
ん
に
タ
イ
ヤ
プ

ラ
ン
タ
ー
を
試
用
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
続
い
て
本
紙
で
紹
介
し
た
８

月
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催
。
そ

れ
ら
の
様
子
は
茨
城
新
聞
に
取
材
さ

れ
紙
面
に
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
開
催
当
日
、
天
候
に
も

恵
ま
れ
た
「
玉
里
し
み
じ
み
の
家
」

の
広
場
に
「
た
ま
り
メ
リ
ー
ホ
ー
ム
」

利
用
者
の
皆
さ
ん
七
名
、
施
設
長
、

介
助
ス
タ
ッ
フ
の
方
々
が
集
ま
り
ま

し
た
。
車
い
す
利
用
の
方
に
も
農
業

を
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
開
発
さ
れ

た
可
動
式
の
タ
イ
ヤ
プ
ラ
ン
タ
ー
を

使
っ
て
、
さ
っ
そ
く
苗
植
え
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
は
三
つ
の
体

験
メ
ニ
ュ
ー
を
用
意
。
そ
れ
ぞ
れ
植

物
や
農
業
の
専
門
家
が
指
導
し
ま
す
。

「
農
ド
ク
タ
ー
」
と
命
名
さ
れ
た
彼
ら

は
、
農
業
の
基
本
を
教
え
て
く
れ
る

楽
し
い
農
の
サ
ポ
ー
タ
ー
。

　

花
の
苗
や
野
菜
の
種
の
植
え
方
と

こ
つ
を
教
え
て
く
れ
る
の
は
、「
ハ
ナ

ワ
種
苗
」
の
塙
さ
ん
。
植
物
を
支
え

る
棒
に
数
セ
ン
チ
お
き
に
印
を
付
け
、

そ
れ
を
物
差
し
代
わ
り
に
し
て
種
を

等
間
隔
で
植
え
る
な
ど
、
種
植
え
の

秘
訣
を
聞
き
ま
し
た
。
参
加
者
は
数

種
類
の
花
の
苗
か
ら
、
自
分
の
好
き

な
花
を
選
び
ま
す
。
プ
ラ
ン
タ
ー
に

植
え
る
際
は
２
、
３
人
で
協
力
し
て

行
う
た
め
、
ひ
と
つ
の
タ
イ
ヤ
プ
ラ

ン
タ
ー
に
は
数
種
類
の
花
が
植
え
ら

れ
て
い
き
ま
す
。
手
で
や
さ
し
く
土

を
か
け
な
が
ら
、
自
然
と
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
も
は
ず
み
ま
し
た
。

　

重
た
い
土
に
代
わ
る
「
木
材
チ
ッ

プ
の
土
」
の
提
供
と
指
導
を
し
て
く

れ
た
の
は
、
つ
く
ば
中
央
農
業
総
合

研
究
セ
ン
タ
ー
で
農
環
境
の
土
壌
を

研
究
す
る
横
山
さ
ん
と
櫻
本
さ
ん
。

「
ベ
ラ
ン
ダ
に
畑
が
作
れ
る
」
と
い

う
ほ
ど
軽
い
そ
の
木
材
チ
ッ
プ
は
、

　

年
齢
や
障
害
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
農
業

の
楽
し
さ
を
知
っ
て
ほ
し
い
。
そ
ん
な
思

い
か
ら
昨
年
２
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
「
農

あ
る
ラ
イ
フ
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
。（
株
）
藤

代
範
雄
デ
ザ
イ
ン
事
務
所
（
行
方
市
）
が

中
心
と
な
っ
て
推
進
す
る
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
で
は
、「
あ
ら
ゆ
る
人
に
農
の
楽
し
み

を
」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
農
業
と
人
と
の

タイヤプランター体験会
農あるライフプロジェクト　ワークショップ

2009.8.1～8.2 開催場所：小美玉しみじみの家にて

イベントプログラム

　説明（10分間）
・ 主権者あいさつ
・ プログラムについての説明
・ スタッフ、農ドクターの紹介

食事のみ、費用をいただきます
※1…200円  ※2…400円

　　体験会の開始（50分間）
・タイヤプランターと、畑にて植え付け体験
農ドクターによる３つのプログラムを用意してあります。
・タイヤクレーンの実演

　　 交流会（30分間）
・水野シェフによる野菜料理※１と
  新しい介護食の試食
・しみじみの村特製カレー※2

「農あるライフ」プロジェクトとは、藤代範雄デザイン事務所
が立案・企画し推進する、「あらゆる人に農の楽しみを」を
コンセプトに掲げたプロジェクトです。どなたも参加し体験
してみてください。

「農あるライフ」とは
＜プロジェクトメンバー＞
藤代範雄    （ニューヨーク・アートディレクターズクラブ会員）   
西尾浩一      （茨城県デザインセンター）

秦野彰二     （上海研究所、東京大学大学院農学部農学博士）  
蘇敏皙       （藤代範雄デザイン事務所、筑波大学大学院博士課程在籍）  
西條友弥子  （藤代範雄デザイン事務所NPO法人玉里しみじみの村会員）

茨城県小美玉市高崎 ３００－２
　　　　TEL 0299-48-1111

＜協力（敬称略）＞
蓮見孝   （筑波大学教授デザイン学博士)
横山和成 （中央農業総合研究センター）  
櫻本直美 （中央農業総合研究センター）
塙久美子 （ハナワ種苗（株））   
角谷秀夫 （（有）旭プランツ）  
浜野博士 （拓実の会　代表、いちごの名匠）
長峰英明 (鉾田市 )

簡単な農を体験しよう

小美玉しみじみの家

8/1(17:00～19:00)
8/2(10:00～13:00)日 時   ：

土
と
は
違
っ
た
感
触
で
参
加
者
の
皆

さ
ん
も
興
味
津
々
。

　
「
旭
プ
ラ
ン
ツ
」
の
角
谷
さ
ん
ご
夫

婦
は
、「
イ
ブ
キ
ジ
ャ
コ
ウ
ソ
ウ
」
と

い
う
植
物
に
つ
い
て
教
え
て
く
れ
ま

し
た
。
畑
に
こ
の
「
イ
ブ
キ
ジ
ャ
コ

ウ
ソ
ウ
」
を
植
え
る
と
、
雑
草
の
繁

殖
を
抑
え
て
き
れ
い
な
環
境
を
作
る

こ
と
が
で
き
る
そ
う
で
す
。「
玉
里
し

み
じ
み
の
家
」
に
て
同
日
開
催
さ
れ

て
い
た
「
う
さ
ぎ
ま
つ
り
」
へ
来
場

し
て
い
た
方
々
も
加
わ
り
、
大
人
も

子
ど
も
も
混
ざ
っ
て
、触
れ
る
と
ハ
ー

ブ
の
よ
う
な
香
り
が
す
る
苗
を
植
え

て
い
き
ま
し
た
。

　

三
つ
の
体
験
メ
ニ
ュ
ー
を
こ
な
し
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
終
了
。
作
業
開

始
前
は
タ
イ
ヤ
プ
ラ
ン
タ
ー
を
不
思

議
そ
う
に
眺
め
て
い
た
皆
さ
ん
も
、

い
ざ
植
え
始
め
る
と
顔
が
い
き
い
き

と
輝
き
だ
し
、
昼
食
の
時
間
に
な
る

と
「
終
わ
ら
せ
る
の
が
も
っ
た
い
な

い
」
と
い
う
声
が
聞
か
れ
る
ほ
ど
に

作
業
に
熱
中
さ
れ
た
様
子
。「
農
」
へ

の
興
味
、
好
奇
心
は
想
像
以
上
に
高

く
、
さ
ら
に
多
く
の
方
々
に
農
の
楽

し
さ
を
広
め
る
べ
く
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
の
充
実
、
進
化
の
必
要
性
を
感
じ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
メ
ン
バ
ー
で
し
た
。

　

ま
た
、
県
内
の
中
小
企
業
の
ビ
ジ

ネ
ス
ア
イ
デ
ア
を
支
援
促
進
す
る
べ

く
開
催
さ
れ
た
「
い
ば
ら
き
ビ
ジ
ネ

ス
プ
ラ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
」（
主
催
・

（
財
）
茨
城
県
中
小
企
業
振
興
公
社
）

に
て　
『
障
害
者
が
農
を
楽
し
む
プ

ラ
ン
タ
ー
の
開
発
〜
「
農
あ
る
ラ
イ

フ
」
の
展
開
と
し
て
〜
』
が
コ
ン
テ

ス
ト
部
門
の
優
秀
賞
を
受
賞
。
昨
年

11
月
、
水
戸
京
成
ホ
テ
ル
に
て
行
わ

れ
た
受
賞
式
で
は
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
を
実
施
し
、
主
催
者
側
か
ら

は
「
あ
ら
ゆ
る
人
に
農
の
楽
し
み
を

提
供
す
る
と
い
う
目
的
を
評
価
し

た
」
と
の
コ
メ
ン
ト
を
い
た
だ
き
ま

し
た
。
こ
の
受
賞
は
日
経
新
聞
に
も

取
り
上
げ
ら
れ
、
同
様
に
評
価
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
も
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
遂
行
し

農
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
開
催
〔
茨
城
県
小
美
玉
市
〕

調
和
を
目
指
し
て
さ
ま
ざ
ま
な
研
究
・
開

発
等
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。
そ
の
成
果
を

実
証
す
る
た
め
、
同
年
８
月
、Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

「
玉
里
し
み
じ
み
の
村
」
の
施
設
「
玉
里
し

み
じ
み
の
家
」
に
て
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

開
催
。
障
害
者
福
祉
施
設
「
た
ま
り
メ
リ
ー

ホ
ー
ム
」
の
皆
さ
ま
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。優秀賞受賞、独自のプランに高評価優秀賞受賞、独自のプランに高評価優秀賞受賞、独自のプランに高評価

【農あるライフ プロジェクトメンバー】　
藤代範雄 （ニューヨーク・アートディレクターズクラブ会員 , JAGDA 運営委員）, 西尾浩一 （筑波大学大学院にて博士号取得 , 福井工業大学
講師）, 秦野彰二 （上海研究所 , 東京大学大学院農学部農学博士）, 横山和成 （農学博士）, 櫻本直美 （農学博士）, 細谷憲（東北大学教授 , 
理学博士）, 蘇敏晳 （藤代範雄デザイン事務所 , 筑波大学大学院博士課程在籍）, 西條友弥子 （藤代範雄デザイン事務所 , 筑波大学大学院
にて修士取得 , NPO 法人玉里しみじみの村会員）　　　　　　　　

【農あるライフ プロジェクトメンバー】　
藤代範雄 （ニューヨーク・アートディレクターズクラブ会員 , JAGDA 運営委員）, 西尾浩一 （筑波大学大学院にて博士号取得 , 福井工業大学
講師）, 秦野彰二 （上海研究所 , 東京大学大学院農学部農学博士）, 横山和成 （農学博士）, 櫻本直美 （農学博士）, 細谷憲（東北大学教授 , 
理学博士）, 蘇敏晳 （藤代範雄デザイン事務所 , 筑波大学大学院博士課程在籍）, 西條友弥子 （藤代範雄デザイン事務所 , 筑波大学大学院
にて修士取得 , NPO 法人玉里しみじみの村会員）　　　　　　　　

て
、
茨
城
か
ら
「
農
あ
る
ラ
イ
フ
」

を
発
信
し
ま
す
！

お問合わせ先　〒311-3508　茨城県行方市霞ヶ浦ビレッジパーク芸術村　株式会社藤代範雄デザイン事務所　tel:0299-57-0702　fax:0299-57-0261　y-saijo@fujishiro-design.jp ( 西條 )お問合わせ先　〒311-3508　茨城県行方市霞ヶ浦ビレッジパーク芸術村　株式会社藤代範雄デザイン事務所　tel:0299-57-0702　fax:0299-57-0261　y-saijo@fujishiro-design.jp ( 西條 )

左上　茨城新聞（５月９日）
右上　茨城新聞（８月１０日）
右下　日経新聞（１２月１０日）

にてにて修士取得 , NPO 法人玉里しみじみの村会員）　修士取得 , NPO 法人玉里しみじみの村会員）

お問合わせ先お問合わせ先　〒311-3508　茨城県行方市霞ヶ浦ビレッジパーク芸術村　株式会社藤代範雄デザイン事務所　tel:0299-57-0702　fax:029〒311-3508　茨城県行方市霞ヶ浦ビレッジパーク芸術村 株式会社藤代範雄デザイン事務所　tel:0299-57-0702　fax:029

「農」は、生きるすべての人に関わっています。

私たちの食、生活、生きることの根底には、はるか昔から農耕が深く関わっていました。

農の中には文化があり、生活の楽しさがあります。

いつもすぐそばにあったはずの「農」を、もう一度見つめ直し、取り入れて、

私たちの暮らしと調和させること。

それが農あるライフの目指す社会です。

「農」は、生きるすべての人に関わっています。

私たちの食、生活、生きることの根底には、はるか昔から農耕が深く関わっていました。

農の中には文化があり、生活の楽しさがあります。

いつもすぐそばにあったはずの「農」を、もう一度見つめ直し、取り入れて、

私たちの暮らしと調和させること。

それが農あるライフの目指す社会です。

も
っ
と
身
近
に
、
農
業
の
楽
し
さ
を

あるライフ 1
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農を楽しむユニバーサル農業活動

農農

農あるライフが目指すもの。農あるライフが目指すもの。


